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有体物管理センター 
Material Management Center 

マテリアルデベロップ部⾨門 
Material Development Group 

 

深⾒見見克哉�

11-9-27 �
於 京都⼤大学 �



有体物管理センター�本⽇日の内容�

１．有体物管理センターの取り組み 

２．⽣生物多様性条約関連の取り組み（事例紹介） 

３．今後の展開�



有体物管理センター�

⼤大学に外国の⽣生物資源が 
⼊入ってくる�

共同研究 
受託研究�

招聘外国⼈人研究員 
招聘教員 

招聘外国⼈人教師 
研究⽀支援推進員 
⾮非常勤講師 
流動教員 
受託研究員 

留学⽣生 
科⽬目等履修⽣生 
聴講⽣生 

特別聴講学⽣生 
研究⽣生 

外国で 
サンプルリング 
（鞄で）持ち込む 

留学⽣生/研究員研
究終了後 

（許可無しで） 
持ち出す 

博⼠士号�



現状と問題点（必要性）�

研究者 

研究者 

九州⼤大学�

研究者 

研究者 

研究者 

研究者 
研究者 

研究者 

研究者 

１．契約負担 
（管理と交渉）�

4．無断特許出願 
 　研究継続の阻害 
５．無断使⽤用 
 　研究費の不回収 

製品�

他機関・企業�

3．不平等契約の締結 
 　 　発明者主義の無視 
 　 　成果発表の拘束 

2．無断譲渡 
（論⽂文不引⽤用）�

企業�

研究者 

研究者 

海外�

研究者 
6．無断持ち込み 
 　 　⽣生物多様性条約違反の可能性 
（NGOからのクレイム） 

研究者の活動制約 
 　学会発表、論⽂文発表、特許出願 
違反の際の訴追 

7．外為法違反 



有体物管理センター�

http://mmc-u.jp/ �



有体物管理センター�

有体物管理センターの 
役割と必要性�

１．⼤大学で創出された成果有体物の積極的活⽤用 
 

２．有体物の移動に伴う契約の⼀一元管理 
 　⇒成果有体物の履歴管理 
 

３．契約に伴う研究者⼯工数の軽減と⼈人材育成 

今後、 
 　４．海外からの⽣生物資源の移動の管理を積極的に 
 　 　 　進めていく�



有体物管理センター�

海外から遺伝資源を持ち込む
際には政府のPICが必要�
 政府機関等の⼤大型予算で海外との共同研究をする場合、相⼿手国のPIC
とMATの同意が必要。 

 もし無断で持ち込んだ場合、NGO等から⾵風評被害にあう。 

 　⇒⼤大学の信頼が低下。 

 　⇒取得が⾮非常に難しい。 

 　⇒各⼤大学が連携すべき。 

 　 　そうしないと海外との研究がすべて⽌止まってしまう危険性がある。�



有体物管理センター�

事例１�

共同研究 
受託研究�



有体物管理センター�

事例紹介１（ネパール）�
九⼤大からNepalへ提案 　�

 ネパールの⽣生物資源（発酵⾷食品、薬草とキノコ）を活⽤用した研
究プロジェクト 

 　KEYWORD 

 　１．⽣生物多様性/名古屋議定書に基づいた⽣生物資源の取扱 

 　２．学術交流協定（政府とのMOU） 

 　３．産学連携のビジネスモデル�



有体物管理センター�

事例２ 
特許出願時に出所が・・・�

留学⽣生 
科⽬目等履修⽣生 
聴講⽣生 

特別聴講学⽣生 
研究⽣生 

博⼠士号�



有体物管理センター�事例３ 　え~？！�

（基礎研究）⼤大型受託研究の例�



有体物管理センター�今後の取り組み�

１．啓発 
２．⼤大学間連携 
３．学内システム作り 
 　（管理⼿手法と⼈人材育成） 



有体物管理センター�

⼤大学に外国の⽣生物資源が 
⼊入ってくる�

共同研究 
受託研究�

招聘外国⼈人研究員 
招聘教員 

招聘外国⼈人教師 
研究⽀支援推進員 
⾮非常勤講師 
流動教員 
受託研究員 

留学⽣生 
科⽬目等履修⽣生 
聴講⽣生 

特別聴講学⽣生 
研究⽣生 

外国で 
サンプルリング 
（鞄で）持ち込む 

留学⽣生/研究員研
究終了後 

（許可無しで） 
持ち出す 

博⼠士号�

啓 発�



S大学 

⽣生物資源を含むマテリアルの移転に関する研究拠点 
実務⼀一元対応拠点（ポリシーメーカー）�

Ku大学 

N大学 

Kg大学 

M大学 

Oh大学 

他大学との連携した統合データベースの構築 
（第1計画として九州での連合⇒全国へ） 
共通のWebでの運用 

DBの連携/統合 
連携 

Y大学 

Ok大学 

九州大学 

そういう観点から
も連携が必要！！�



⽣生物資源を含むマテリアルの移転に関する研究拠点 
実務⼀一元対応拠点（ポリシーメーカー）�

九州連合 

H大学 

他大学との連携した 
統合データベースの構築 
（共通のWebでの運⽤用） 
第2計画として⇒全国展開へ 

DBの連携/統合 
連携 

X大学 

K大学 

K大学 

T大学 

Y大学 

N大学 

T大学 

N大学 

O大学 

Ok大学 

理研 

遺伝研 
NITE 

農業生物資源研 

他機関 

九州大学 



⼈人材育成�

研究者 

研究者 

研究者 

研究者 研究者 

研究者 

成果有体物�
（含む⽣生物資源）�

成果有体物�
（含む⽣生物資源）�

新成長戦略 
「成長を支えるプラットフォーム」分野  

法規管理 
データベース構築 

国内外の契約対応 
国際的交渉力 
研究企画力 

成果有体物ＤＢ�
研究・産学連携の �

プラットフォームの構築 �

九州大学 

この分野の⼈人材が不⾜足
している！！�

成果有体物を用いた 
○国際的産学連携の企画力 
○国際的競争力のある研究支援 
○国際的交渉力 
○法規に関する知識 

育成すべき資質 



有体物管理センター�

１．⼤大学内の遺伝資源の出⼊入り管理が必要になる（管理する⼈人材も） 
 
２．海外の遺伝資源を活⽤用した成果の場合の種々の注意すべき点の管理 
 　 　⇒PIC、MAT、伝統的知識、特許、利益還元、環境保全 
 
３．（提案）みんなで連携（⼤大学間連携） 
 　 　⇒共通プラットホームの構築（国際産学連携のプラットフォーム）�

しっかり取り組めば、 
ビジネスチャンス！ 

研究の伸展と産学連携の 
Know How の蓄積！�

⽣生物多様性条約対応の重要性�



有体物管理センター�

是⾮非このWEBシステムを 
⼀一緒に活⽤用してみませんか。 

 
ご静聴有り難うございました。�

E-mail 　kfukami@mmc.kyushu-u.ac.jp 
Tel          092-642-7130�


